
概要
DMT152のコネクタは、M12 5ピンコネクタのみを備えているDMT153とは異なり、2つのM8 4ピンコネクタを備えてい
ます（アナログ信号用とデジタル信号用）。ヴァイサラでは、DMT152 をDMT153 に交換する際、古いケーブルをM12
5ピンコネクタを備えた新しい5芯ケーブルに交換することをお勧めしています。1)
 
アナログ出力モードで使用する露点変換器
アナログ出力で使用する露点変換器で新しいケーブルを使用できない場合は、既存の4芯DMT152ケーブルのM8ケーブ
ルコネクタを、ヴァイサラが提供する285482SP ケーブル変換アダプタに取り替えることができます。このレトロ
フィット手順にはジャンパー配線の取り付けも含まれます。手順については、「アナログ出力モードで使用する
DMT153 における285482SP アダプタの配線 (ページ 1)」を参照してください。
 
デジタル出力モードで使用する露点変換器
デジタル出力専用にDMT153を取り付ける場合、既存のDMT152ケーブルに市販のM8-M12ケーブルアダプタ（例：
Phoenix Contact注文コード1519736）を組み合わせて使用できます。
285482SP アダプタは、デジタル出力用に取り付けたDMT153 にも使用できます。この場合、ジャンパー線の取り付け
は不要です。手順については、「デジタル出力モードで使用するDMT153 における285482SP ケーブル変換アダプタの
配線 (ページ 4)」を参照してください。既存のDMT152ケーブルに285482SP アダプタを取り付けることで、後から
必要に応じてDMT153 の出力モードをデジタルからアナログに切り替えることができます。
 

• 285482SP ケーブル変換アダプタ（Phoenix Contact注文コード1424672）に関する追加のユーザーガ
イダンスおよび仕様：

• www.phoenixcontact.comの製品仕様
• YouTubeの取り付けビデオ

• ヴァイサラ製品のユーザーガイダンスは、docs.vaisala.comよりダウンロードできます。

過度な曲げ応力をかけると、ケーブルの保護等級が損なわれる場合があります。使用しているケーブルの許
容曲げ半径を守り、ケーブルタイを使用するなどしてケーブルへの機械的応力を低減してください。

フェルール付き、フェルールなしのどちらでも、配線を 285482SP アダプタに接続できます。

アナログ出力モードで使用するDMT153 における285482SP アダプタの配線
• ワイヤーカッター
• ワイヤーストリッパー
• ジャンパー線として使用する電気配線の長さ（35～40mm）
• フェルール（オプション）
• 2mmマイナスドライバー
• 13mmおよび16mmレンチ、または調節式レンチ

1) 例えば、注文コード26719SPまたは26720のヴァイサラケーブルをstore.vaisala.comよりご注文いただけます。
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1. DMT152 の電源を切断します。
2. DMT152のポートIからケーブルを外し、ケーブルのM8コネクタを切断します。
3. ジャンパー線を準備します。配線の両端の被覆を約7mm剥がします。 
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4. 285482SP ケーブル変換アダプタのネジを緩めて、配線端子にアクセスできるようにします。
5. アダプタハウジングをケーブルに通します。
6. ケーブル被覆を約30mm剥がします。 

mm
Ø 4-8 mm
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0.14-0.75 mm2
AWG 26-18

7. ケーブルの編組シールドを約12mmまで短くし、配線被覆を約7mm切り取ります。
8. 付属のシールド箔を、短くしたシールドの周りに巻き付けます。
9. ジャンパー線と接地線の端をねじり合わせて接続します。 

1

2

1 ジャンパー線
2 DMT152ケーブルの接地線（青）

10. フェルールを配線の端部に取り付けます（使用する場合）。 
フェルールを使用しない場合は、配線端部のより線をより合わせます。
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11. 配線を285482SP の配線端子に接続します。電流および電圧出力の種類については、以下の図を参照してくださ
い。
a. フェルール付き配線：フェルールを端子に押し込みます。コンタクトレバーを開ける必要はありません。
b. フェルールなしの配線：アダプタの側面にあるコンタクトレバーを解除し、配線を端子に押し込み、レバー

を閉じます。
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1 ジャンパー線
2 ヴァイサラDMT152ケーブルから285482SP アダプタへの配線およびアナログ出力モードのピン割り当て

12. ネジを締めて変換アダプタの部品を元通りに取り付けます。 
レンチを使用してアダプタをケーブルの周囲にしっかり固定します。

13 mm 16 mm

0.4 Nm

0.8 Nm

13. 新しいM12ケーブルコネクタを DMT153 に接続します。
DMT153 の出力モードをアナログからデジタルに切り替えるには、ジャンパー線を取り外し、接地線を3番
の配線端子に再接続します。
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デジタル出力モードで使用するDMT153 における285482SP ケーブル変換アダプタの配線
• ワイヤーカッター
• ワイヤーストリッパー
• フェルール（オプション）
• 2mmマイナスドライバー
• 13mmおよび16mmレンチ、または調節式レンチ

デジタル出力モードの DMT153 で使用するケーブルを配線する場合、ジャンパー線は不要です。

1. DMT152 の電源を切断します。
2. DMT152のポートIIからケーブルを取り外し、ケーブルのM8コネクタを切り落とします。
3. 285482SP ケーブル変換アダプタのネジを緩めて、配線端子にアクセスできるようにします。
4. アダプタハウジングをケーブルに通します。
5. ケーブル被覆を約30mm剥がします。 
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6. ケーブルの編組シールドを約12mmまで短くし、配線被覆を約7mm切り取ります。
7. 付属のシールド箔を、短くしたシールドの周りに巻き付けます。
8. フェルールを配線の端部に取り付けます（使用する場合）。 

フェルールを使用しない場合は、配線端部のより線をより合わせます。
9. 配線を285482SP の配線端子に接続します。以下の図を参照してください。

a. フェルール付き配線：フェルールを端子に押し込みます。コンタクトレバーを開ける必要はありません。
b. フェルールなしの配線：アダプタの側面にあるコンタクトレバーを解除し、配線を端子に押し込み、レバー

を閉じます。
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1 ヴァイサラDMT152ケーブルから285482SP アダプタへの配線およびデジタル出力モードのピン割り当て
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10. ネジを締めて変換アダプタの部品を元通りに取り付けます。 
レンチを使用してアダプタをケーブルの周囲にしっかり固定します。

13 mm 16 mm

0.4 Nm

0.8 Nm

11. 新しいM12ケーブルコネクタを DMT153 に接続します。 
 

285482SP ケーブル変換アダプタの寸法
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